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翌
日
開
催
の
第
８８
回
定
期
総
会
に
向
け

第
１
８
７
回
理
事
会
で
議
案
協
議

全
国
市
議
会
議
長
会
が
５
月
２２

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
開

催
し
た
第
１
８
７
回
理
事
会
は
、

関
谷
博
・
本
会
会
長
（
下
関
市
議

会
議
長
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
の

ち
、
横
光
克
彦
・
環
境
副
大
臣
、

福
田
昭
夫
・
総
務
大
臣
政
務
官
よ

り
「
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
」

に
対
す
る
要
請
が
あ
っ
た
。

関
谷
本
会
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、
昭
和
７
年
５
月
２１
日
に
金
沢

市
で
本
会
の
創
立
総
会
が
開
か
れ

た
歴
史
を
紐
解
き
つ
つ
、
創
立
８０

周
年
に
至
る
ま
で
の
本
会
の
活
動

に
対
し
胸
を
張
っ
た
。
続
け
て
東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
２
カ
月
が

経
過
し
た
現
在
も
、
今
な
お
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
が

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
お
見
舞
い

の
言
葉
を
述
べ
つ
つ
今
後
も
引
き

続
き
支
援
活
動
に
邁
進
す
る
決
意

を
示
し
た
。

環
境
副
大
臣
と
総
務
大
臣
政
務

官
は
、
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し

た
が
れ
き
の
う
ち
、
岩
手
・
宮
城

両
県
内
の
が
れ
き
処
理
に
対
す
る

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
全
国
の
自

治
体
で
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ

る
自
治
体
は
増
え
て
い
る
も
の
の

�
環
境
省
が
ま
と
め
た
「
広
域
処

理
に
関
す
る
地
方
自
治
体
の
状

況
」
を
２
面
に
掲
載
、
依
然
と
し

て
処
理
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

が
れ
き
処
理
で
協
力
要
請

環
境
副
大
臣
と
総
務
政
務
官

節目を迎えた本会

今今年年でで８８００周周年年
昭和７年５月２１日に発足

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

５
月
２２
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
第
１
８
７
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
理
事
会
で
は
、
役
員
の
補

欠
選
任
の
ほ
か
、
翌
日
に
開
催
さ

れ
る
第
８８
回
定
期
総
会
の
運
営
、

総
会
へ
提
出
す
る
会
長
提
出
議
案

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
の

と
お
り
了
承
し
た
。
な
お
、
本
会

は
昭
和
７
年
５
月
２１
日
に
発
足
し

て
お
り
、
本
年
は
８０
周
年
と
な
る

節
目
の
年
と
な
っ
た
。

【
役
員
補
欠
選
任
の
結
果
】

▽
副
会
長
�
渡
辺
光
雄
・
藤
沢
市

議
会
議
長
▽
同
�
家
代
岡
桂
子
・

三
田
市
議
会
議
長
▽
同
�
大
田
勝

義
・
大
宰
府
市
議
会
議
長
▽
監
事

�
佐
藤
千
昭
・
栗
原
市
議
会
議
長

▽
同
�
久
保
健
三
・
氷
見
市
議
会

議
長
▽
同
�
野
口
正
・
松
阪
市
議

会
議
長
▽
同
�
宮
本
享
・
出
雲
市

議
会
議
長
▽
同
�
野
村
新
作
・
南

国
市
議
会
議
長

６月５日現在の都市数
８１０団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４０市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1834号６月５日平成24年
（2012年）

関谷博・本会会長

本会役員

本会役員

横光克彦・環境副大臣

福田昭夫・総務大臣政務官

（１） 平成２４年６月５日 第１８３４号
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広域処理に関する地方自治体の状況
Ｈ２４．５．２１時点で把握しているもの

（下線部はＨ２４．５．１６時点からの更新箇所）
環境省

１．災害廃棄物の受入れを行っている地方自治体の状況
（１）東京都［Ｈ２３．９．２８に受入表明（約５０万トン）］
○岩手県・宮城県分の受入れについて、Ｈ２５年度末までに５０万トンを
予定。

＜岩手県の災害廃棄物について＞
○岩手県分の受入れ発表（先行事業分１千トン、本格事業分１万トン）
（Ｈ２３．９．２８）。

○岩手県宮古市分を民間施設にて処理（先行事業分約９２１トン）（Ｈ
２３．１１．２～１２．２）。
○本格処理約６，４１７トン。（Ｈ２３．１２～Ｈ２４．３）を実施し、現在継続中
（１２，０００トン）（Ｈ２４．４～６）。

＜宮城県の災害廃棄物について＞
○宮城県分の受入れ発表（Ｈ２５．３までに女川町分約１０万トン処理予
定。）（Ｈ２３．１１．２４）。

○東京二十三区清掃一部事務組合にて、宮城県女川町分を試験処理（Ｈ
２３．１２．７～１２．２０）。本格処理を実施中（Ｈ２４．３．１～）。
○石巻市の廃畳７，２５０トン（Ｈ２４．６～９）について、都内の民間廃棄
物処理施設における受入れ予定を発表（Ｈ２４．５．２１）。

（２）山形県［Ｈ２４．３．３０に国より協力要請（約１５．０万トン）］
○「災害廃棄物等の山形県内への受入れに関する基本的な考え方」表
明（Ｈ２３．８．１１）。

○県内の民間施設にて、宮城県多賀城市、気仙沼市、仙台市、石巻市、
松島町、利府町、岩手県釜石市分受入れ実施中（Ｈ２４．３月末現在、
約５万トン処理）。

○山形市の民間施設にて宮城県岩沼市の木くずの処理を実施中（Ｈ２５．
３までに約６，０００トンを処理予定）（Ｈ２４．４．２５～）。

（３）青森県［Ｈ２４．３．３０に国より協力要請（約１１．６万トン）］
＜宮城県南三陸町の災害廃棄物について＞
○青森県三戸町の民間施設にて、宮城県南三陸町の災害廃棄物の処理
を実施（不燃物４，９３９トン）（Ｈ２３．８．９～Ｈ２４．３．２８）。

＜宮城県気仙沼市の災害廃棄物について＞
○気仙沼市、宮城県、東北町、六ヶ所村、青森県の５者で合意書締結
（木くず約３，９６０トン／民間施設にて処理）（Ｈ２４．２．１７）。本格処
理１，５９５トンを実施し（Ｈ２４．２．２０～３．２８）、現在継続中（Ｈ２４．４．２
４～）。

＜八戸セメント株式会社における受入について＞
○青森県八戸市が受入れ方針を表明（Ｈ２３．１１．２４）。
○岩手県と宮城県が各々八戸市及び八戸セメント株式会社と３者間で
基本協定を締結し、岩手県野田村及び宮城県石巻市分の試験処理を
実施する旨発表（Ｈ２４．３．１）。

○宮城県石巻市分の試験処理を実施（廃飼料約１０トン）（Ｈ２４．３．９）。
本格処理を実施中（１９，０００トン）（Ｈ．２４．３．２２～）。

○岩手県野田村分の試験処理を実施（木質系、可燃系、不燃系約１５ト
ン）（Ｈ２４．３．２３～）。

○岩手県久慈市と洋野町が、各々八戸市及び八戸セメント株式会社の
３者間で、基本協定を締結（Ｈ２４．４．２７）。久慈市と洋野町分計１０
トンについて試験処理を実施（Ｈ２４．５．１０）。

＜その他検討状況＞
・受入検討：東通村（Ｈ２４．５．２）

（４）秋田県［Ｈ２４．３．３０に国より協力要請（約１３．５万トン）］
＜岩手県宮古市の災害廃棄物について＞
○秋田県は岩手県と基本協定（Ｈ２４．２．７）、覚書（Ｈ２４．３．８）を締結
し、岩手県野田村の災害廃棄物５６，５００トンと宮古市の可燃系混合物
５，２００トンの処理を受託。
○大仙美郷環境事業組合（大仙市、美郷町）が宮古市の可燃系混合物
（木質系）約２０トンの試験処理（Ｈ２４．３．２６～Ｈ２４．３．２８）を実施。
本格受入実施中（Ｈ２４．４．２３～２年間で可燃系混合物（木質系）５，２
００トン処理予定。）。

＜その他検討状況＞
・試験処理：秋田市が岩手県野田村分２７６トンの試験処理を実施中（Ｈ

２４．５．１９～５．２２）。
・受入表明：秋田県（Ｈ２３．１２．８）、仙北市（岩手県北の不燃物）（Ｈ

２４．２．２８）
・受入検討：由利本荘市（Ｈ２４．２．１７）、横手市（Ｈ２４．２．２１）、能代

市（Ｈ２４．２．２９）、大館市（Ｈ２４．３．５）、鹿角市（Ｈ２４．
３．７）

（５）静岡県［Ｈ２４．３．２３に国より協力要請（約７．７万トン）］
○静岡県が災害廃棄物の試験焼却に係る全体計画を公表（Ｈ２４．４．１
３）。

○静岡県が岩手県と「災害廃棄物の処理に関する基本協定」を締結（Ｈ
２４．５．１４）。

＜島田市における受入れについて＞
○岩手県－静岡県－島田市の間で覚書を締結（Ｈ２４．２．１）。
○山田町分１０トンの試験処理を実施（Ｈ２４．２．１６）。
○山田町分年間５，０００トンの本格処理を開始予定（Ｈ２４．５．２４～）。

＜裾野市における受入れについて＞
○岩手県－静岡県－裾野市の間で覚書を締結（Ｈ２４．４．２５）。
○山田町分４トンの試験処理を実施（Ｈ２４．５．１６）。

＜静岡市における受入れについて＞
○岩手県－静岡県－静岡市の間で覚書を締結（Ｈ２４．４．２５）。
○山田町分２９トンの試験処理を実施予定（Ｈ２４．５．２３、２４）。

２．災害廃棄物の受入れを検討している主な地方自治体の状況
（１）北海道
・受入表明：苫小牧市（宮古市周辺の木質系廃棄物）（Ｈ２４．５．１８）
・受入検討：稚内市（Ｈ２４．３．８）、登別市（Ｈ２４．３．１４）、奥尻町（Ｈ

２４．３．１５）、南部桧山衛生処理組合（江差町、上ノ国町、
厚沢部町、乙部町）（Ｈ２４．３．２２）、北斗市（Ｈ２４．４．６）

（２）新潟県
・受入検討：新潟市、長岡市、三条市、柏崎市、新発田市（Ｈ２４．３．３

１）
（３）茨城県
・受入検討：茨城県（Ｈ２４．４．６）、古河市（Ｈ２４．４．２０）

（４）群馬県［Ｈ２４．３．２３に国より協力要請（約８．３万トン）］
・試験処理：吾妻東部衛生施設組合（中之条町、東吾妻町、高山村）

が宮古市の可燃物１５トンについて実施（Ｈ２４．４．１０～１
２）。桐生市が宮古市の可燃物４０トンについて実施予定
（Ｈ２４．５．３０～６．１）。

・受入表明：吾妻東部衛生施設組合（宮古市分１，１００トン）（Ｈ２４．４．
１７）

・受入検討：中之条町（Ｈ２４．１．２５）、桐生市（Ｈ２４．３．２７）、前橋市
（Ｈ２４．５．１０）

（５）栃木県
・受入検討：宇都宮市（Ｈ２４．３．２６）、鹿沼市（Ｈ２４．４．２０）

（６）埼玉県［Ｈ２４．３．３０に国より協力要請（約５．０万トン）］
・試験処理：埼玉県が、太平洋セメント株式会社熊谷工場及び埼玉工

場、三菱マテリアル株式会社横瀬工場にて、岩手県野田
村（木くず）のセメント資源化処理を実施する旨発表（Ｈ
２４．３．１）。３カ所のセメント工場で岩手県野田村分の木
くず約８４トンを試験処理（Ｈ２４．３．２５）。

・受入検討：埼玉県（Ｈ２３．１２．８）
（７）千葉県
・受入表明：千葉市（岩手県と調整中）（Ｈ２４．３．１６）
・受入検討：千葉県（Ｈ２４．２．２）、市川市（Ｈ２４．３．１５）、市原市（Ｈ

２４．４．１０）
（８）神奈川県［Ｈ２４．３．２３に国より協力要請（約１２．１万トン）］

・受入検討：神奈川県（Ｈ２３．１２．２０）、川崎市（Ｈ２４．２．２０）
・そ の 他：知事が岩手県宮古市、宮城県南三陸町の処理状況を視察

（Ｈ２４．１．７）。
（９）山梨県
・受入検討：韮崎市、大月市（Ｈ２４．３．１２）、甲府市（Ｈ２４．４．６）、

富士吉田市（Ｈ２４．４．６）、上野原市（Ｈ２４．４．６）、山中
湖村（Ｈ２４．４．６）、中巨摩地区広域事務組合（Ｈ２４．４．６）、
峡北広域行政事務組合（Ｈ２４．４．６）、峡南衛生組合（Ｈ
２４．４．６）、大月都留広域事務組合（Ｈ２４．４．６）

（１０）富山県
・受入検討：富山市（Ｈ２４．２．１）、高岡市（Ｈ２４．３．６）、朝日町（Ｈ

２４．３．１６）、小矢部市（Ｈ２４．３．２４）、富山地区広域圏事
務組合（富山市、滑川市、立山町、上市町、舟橋村）（Ｈ
２４．４．６）、新川広域圏事務組合（魚津市、黒部市、入善
町、朝日町）（Ｈ２４．４．６）

・そ の 他：岩手県との覚書を交換（Ｈ２４．４．９）。
（１１）石川県
・受入検討：輪島市（Ｈ２４．１．１７）、金沢市（Ｈ２４．４．６）
・そ の 他：金沢市が「金沢市災害廃棄物受入れ可能性検討会」を設

置（Ｈ２４．４．２４）。
（１２）福井県
・受入検討：高浜町（Ｈ２３．１２．８）、敦賀市（Ｈ２４．２．２３）、大野市（Ｈ

２４．３．１１）、おおい町（Ｈ２４．３．１３）、坂井市（Ｈ２４．３．１
３）、勝山市（Ｈ２４．３．２７）

（１３）岐阜県
・受入検討：安八町（Ｈ２４．３．１６）、白川町（Ｈ２４．３．１９）、大垣市（Ｈ

２４．４．６）、多治見市（Ｈ２４．４．６）、関市（Ｈ２４．４．６）、
中津川市（Ｈ２４．４．６）、瑞浪市（Ｈ２４．４．６）、恵那市（Ｈ
２４．４．６）、美濃加茂市（Ｈ２４．４．６）、土岐市（Ｈ２４．４．６）、
可児市（Ｈ２４．４．６）、山県市（Ｈ２４．４．６）、瑞穂市（Ｈ
２４．４．６）、笠松町（Ｈ２４．４．６）、垂井町（Ｈ２４．４．６）、
揖斐川町（Ｈ２４．４．６）、大野町（Ｈ２４．４．６）、池田町（Ｈ
２４．４．６）、八百津町（Ｈ２４．４．６）、白川町（Ｈ２４．４．６）、
東村川村（Ｈ２４．４．６）、可茂衛生施設利用組合（美濃加
茂市、可児市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百
津町、白川町、東白川村、御嵩町）（Ｈ２４．４．６）、西濃
環境整備組合（大垣市、瑞穂市、本巣市、神戸町、輪之
内町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町）（Ｈ
２４．４．６）、中濃地域広域行政事務組合（関市、美濃市）
（Ｈ２４．４．６）

（１４）愛知県
・受入検討：愛知県（Ｈ２４．３．２４）

（１５）三重県
・受入検討：松阪市（Ｈ２４．３．２８）
・そ の 他：三重県、市長会及び町村会は、災害廃棄物の広域処理へ

の対応に係る合意書及び覚書を締結（Ｈ２４．４．２０）。三
重県が、岩手県及び宮城県との間で確認書締結（Ｈ２４．４．
２７）。

（１６）大阪府［Ｈ２４．３．３０に国より協力要請（約１８．０万トン）］
・受入検討：大阪府、大阪市（Ｈ２４．１．２６）
・そ の 他：「大阪府域における東日本大震災の災害廃棄物処理に関

する指針」を策定（Ｈ２４．１２．２７）。府知事が被災地（岩
手県宮古市・山田町・釜石市）の処理状況を視察（Ｈ２４．
２．２０～２２）。

（１７）関西広域連合
・そ の 他：関西広域連合委員会を開催し、基準等を決定（Ｈ２４．３．２

７）。
（１８）滋賀県
・受入検討：高島市、近江八幡市（Ｈ２４．３．２７）、長浜市（Ｈ２４．４．６）、

米原市（Ｈ２４．４．６）、湖北広域行政事務センター（Ｈ２４．
４．６）

（１９）京都府
・試験処理：府知事が、処分場のある市町村長と協議し合意後に試験

焼却を行う方針を表明（Ｈ２４．３．９）。
・受入検討：舞鶴市（Ｈ２４．３．１２）、京丹波町（Ｈ２４．３．１５）、京都市

（Ｈ２４．３．２５）、宮津市（Ｈ２４．３．２９）、福知山市（Ｈ２４．
４．６）

（２０）兵庫県
・受入検討：神戸市、姫路市、尼崎市、西宮市、芦屋市、三田市、加

古川市、高砂市、加西市、豊岡市、養父市、朝来市、丹
波市、淡路市、播磨町、佐用町、香美町、新温泉町、く
れさか環境事務組合、猪名川町上流広域ごみ処理施設組
合、豊中市伊丹市クリーンランド（フェニックス等での
焼却灰の処理を前提として受入を検討中）（Ｈ２４．５．１４）

（２１）鳥取県
・受入検討：米子市（Ｈ２４．３．１５）

（２２）山口県
・受入検討：防府市（Ｈ２４．３．１３）

（２３）愛媛県
・受入検討：愛媛県（Ｈ２４．３．２１）

（２４）福岡県
・試験処理：北九州市が宮城県石巻市分８０トンについて実施予定（Ｈ

２４．５．２３～５．２５）。
・受入検討：北九州市（Ｈ２４．４．６）、田川郡東部環境衛生施設組合（大

任町、香春町、赤村、添田町）（Ｈ２４．４．６）。
・そ の 他：北九州市が「災害廃棄物の受入に関する検討会」を開催

（Ｈ２４．５．１）。
（２５）沖縄県
・受入検討：沖縄県（Ｈ２４．２．２６）※沖縄県に来訪した野田首相に知

事が受入れを検討する旨を伝える。

＜最優先で広域処理の実現を図る自治体について（今後の状況に応じて
変更あり。）＞

【岩手県】
基本協定を締結している東京都との調整を引き続き実施。
群馬県、神奈川県（３政令市）、静岡県（２政令市）、青森県、秋田県、
山形県、埼玉県（１政令市）、大阪府（２政令市）…Ｈ２４．３．２３，３．３０要
請
北海道、千葉市、北陸【新潟県（新潟市、長岡市、三条市、柏崎市、新
発田市）、富山県（富山地区広域圏事務組合、高岡市、新川広域圏事務
組合）、石川県（金沢市、輪島市）等】…Ｈ２４．４．１７回答とりまとめ結
果
【宮城県】
基本協定を締結している東京都との調整を引き続き実施。
青森県、山形県…Ｈ２４．３．３０要請
茨城県、三重県、主に大阪湾広域臨海環境整備センターを活用すること
を検討している自治体【滋賀県（高島市、長浜市、米原市、湖北広域行
政事務センター）、京都府（京都市等）、兵庫県（神戸市）】、福岡県
（田川郡東部環境衛生施設組合、北九州市）（受入れについて具体的に
御回答いただいた栃木県、千葉県、山梨県、岐阜県、愛知県、鳥取県、
島根県について引き続き検討）…Ｈ２４．４．１７回答とりまとめ結果
受入表明：
・都道府県知事または市町村長が災害廃棄物の受入れ時期・種類・数量
等の具体的提示を含んだ表明を行った自治体。

受入検討：
・都道府県知事または市町村長が受入れの検討を行う旨を発言・表明し
た自治体。

・具体的提示は含まないが、都道府県知事または市町村長が受入れを行
う旨を発言・表明した自治体。
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全国市議会議長会
第７回「研究フォーラム」開催

１０月１０・１１日、松山市で
全国市議会議長会は１０月１０・１１日、第７回「研究フォーラム」を松

山市で開催します。このフォーラムでは、地方議会が有する政策立案
機能及び監視機能を活用した政策形成をいかにすべきかをテーマに議
会のあり方について広く討議してまいります。
皆さまのご参加をお待ちしております。
※開催のご案内と申込書は５月２８日に全市へ発送いたしました

◆日 時：平成２４年１０月１０日� １３：００～
１０月１１日� ９：００～

◆場 所：ひめぎんホール（愛媛県松山市道後町２―５―１）
◆講演内容
１日目�基調講演「地方自治の課題と議会のミッション」

片山 善博 氏（前総務大臣・慶應義塾大学法学部教授）
�パネルディスカッション
「地方議会における政策形成の在り方について」

〈コーディネーター〉佐々木信夫 氏（中央大学経済学部教授）
〈パネリスト〉江藤 俊昭 氏（山梨学院大学法学部教授）

金井 利之 氏（東京大学公共政策大学院教授）
坪井ゆづる 氏（朝日新聞論説副主幹）
寺井 克之 氏（松山市議会議長）

２日目：課題討議「大震災における議会の役割」
〈コーディネーター〉牛山久仁彦 氏（明治大学政治経済学部教授）

〈報告者〉平田 武 氏（南相馬市議会議長）
渡邊 武 氏（名取市議会前議長）
伊藤 明彦 氏（陸前高田市議会議長）

〈コメンテーター〉中邨 章 氏（明治大学名誉教授・日本自治
体危機管理学会会長）

◆参加者：正副議長、議員、職員など
※定員２，７００人 申込みの先着順（締め切り前に定員になりました
ら、キャンセル待ちでの受付となりますのでご了承下さい）

◆申込み方法：Ｅメールにてお申込み
◆申込み開始日：
�議長……２０１２年６月１１日�午前９：３０～６月１７日�午後５時
�副議長・議員・議会事務局職員及び上記の期間内に参加申込みを
行わなかった議長……２０１２年６月１８日�午前９：３０～７月３１日�

午後５時
◆問合せ：全国市議会議長会 法制 廣瀬（TEL０３―３２６２―２３０３）

議議
会会
人人
事事
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